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【目的】

　Pseudoalteromonas　sp．　A28 株は、赤潮珪ee　Skeletonerr］a 　costa 　tum を殺 藻す る細菌 とし

て有 明海 の 海水 か ら分離された。A28株 とS．　costatum の 二 者培養 を行 うと、培養 10日

程度 経過 して A28株 の細胞濃度が高ま っ て か ら殺藻が 開始され る。 また、　 A28 株が生

産す る赤潮殺藻物質 で ある セ リン プロ テ ア
ー

ゼ は、A28株 を単独で培 養iした時対数増

殖後期 か ら生 産が 始 まる 。 こ れ らの 結果 か ら、 A28株 が持 つ 赤潮殺藻能は quorum
sensing の 制御 下 に あるの で はな い か と推定 された。　Quorum　sensing とは 、 アシル化ホ

モ セ リン ラク トン （AHL ）を介 して細胞 密度 を感知 し、遺伝子発 現 の 制御 を行 う制御 系

で あ り、 多 くの グラム 陰性 菌が こ の 制御 シス テ ム を持つ こ とが知 られ て い る 。 しか

し 、 A28株 が実際 にAHL を生産 して い るか 、 い まだ不明で ある 。 そ こ で 、本研 究 は、

A28株 が生産 す る ア シル 化 ホモ セ リン ラ ク トン （AHL ）を探索す る と共 に 、赤潮殺 藻能

とquorum　sensing の 関連 を解 明す る こ と を目的 とす る。

【方法 および結果 】

　A28株 の n培養 上 清 100mlを ロ ー タ リー
エ バ ボ レー

タ
ー

で 1約 10倍 に濃 縮 した後、酢

酸エ チ ル 50mlで溶媒抽出を行 っ た。抽出後、酢酸エ チル を 1m1に まで 濃縮 し、 逆相 シ

リ カ ゲ ル TLC で 展 開 し た （展 開溶 媒 、 メ タ ノ
ー

ル ：水 ＝ 60 ：40） 。 展 開後 、

Chromo6acterium　violas θum 　CVO26株 を含むL寒天培地の 薄層 フ ィ ルム をTLCプレー ト

に重 層 し、30℃ で 培養 した 。CVO26株は 、ア シ ル 化ホモ セ リン ラ ク トン が存在す る

と青紫色 の 色 素 を生産す る。
一

晩培養後、大小二 つ の 青紫ス ポ ッ トが検 出され 、A28

株 が 少 な く と も 2種類 の AHL を 生 産 す る こ と が 示 され た 。 大 き い ス ポ ッ トは

Pseudomonas　aeruginosa が 生産する ブチ リル AHL と同程度 の Rf値 を示 した。 小 さなス

ポ ッ トの Rf値 はそ れ よ り小 さな こ とか ら、さ らに 長鎖 の ア シ ル 基 を持つ と推測 され

た 。 既 に取得 され て い るA28株の赤潮殺藻能欠損株に つ いて も 、 同 様 にAHL の 解析 を

行 っ た 。 そ の 結 果 、 変異 株 はAHL を生産 しな い か 、 も しく は 親株 よ り少量 の AHL し

か生産 しない こ とが判明 した。 こ の こ とか ら、赤潮殺藻能の 制御にAHL がかん よ し

て い る の で は な い か と推察され た。現在、赤潮殺藻能に 及ぼすAHL の 添加 効果 を解

析 して い る と こ ろで ある 。
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